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+ ∇ ∙ (𝑼𝑢) − 12∇ ∙ (D ∙ ∇𝑢) + 𝜂𝑢 = ℎ(𝑡,𝒙). 
ただし、𝑡 ∈ [0, 𝑡1]である。また、𝑡 = 0において、
𝑢 = 𝛷(𝒙)、境界において𝑢 = 𝐺(𝑡,𝒙)とする。この輸
送方程式の解は、以下のように与えられる： 
𝑢(𝑡,𝒙)= E𝑡,𝒙 �𝐺�𝜏, 𝝃(𝜏)�exp �� 𝜂∗�𝑠, 𝝃(𝑠)�d𝑠𝜏
𝑡
� 𝜒𝜏<𝑡1�
+ E𝑡,𝒙 �𝛷�𝝃(𝑡1)�exp �� 𝜂∗�𝑠, 𝝃(𝑠)�d𝑠𝜏
𝑡
� 𝜒𝜏=𝑡1�





この解は、𝑡 → 𝑡1 − 𝑡として輸送方程式を後退方程式
に書き直し、見本経路𝝃(𝑠)：d𝝃(𝑠) = σ ∙ d𝑾𝑠 + 𝑼∗d𝑠
により与えられる。ここで、拡散係数 D𝑖𝑖はD𝑖𝑖 = σ𝑖𝑘g𝑘𝑘σ𝑖𝑘、g𝑘𝑘は計量テンソル、Wsはブラウン
運動、𝑈∗
𝑖 = −𝑈𝑖 + (1/2)𝜕D𝑖𝑖 𝜕𝑥𝑖⁄ 、E𝑡,𝒙は時刻𝑡にお
いて𝝃(𝑡) = 𝒙から出発した見本経路𝝃によって与え
られる平均オペレータ、ℎ∗ = −ℎ、𝜂∗ = −𝜂 − 𝜕𝑈𝑖 𝜕𝑥𝑖⁄ 、
𝜒𝐴は集合𝐴に対する定義関数、𝜏は見本経路𝝃が境界
を越えた時の停止時刻を意味する（ただし、τ > t1と
なった場合は、τ = t1とする）。定常解𝑢 = 𝑢(𝒙)は、
上記の解において𝑡 = 0および𝑡1 → ∞として、N個の
見本経路すべてが境界にたどり着くまで追跡し（時
刻𝑡 = 0に位置 x から出発したすべての見本経路の
停止時刻が求まるまで計算し）、𝑢 = 𝑢(𝒙) = 𝑢(0,𝒙)
をN個の見本経路による平均によって求めることで









32𝑛𝑇e� + 1𝑟 𝜕𝜕𝑟 �𝑟𝜅egB 𝜕𝑇e𝜕𝑟 � − 32 〈𝜎𝜎〉rre𝑛2𝑇e + 𝑆 = 0. 
初期条件は𝛷(𝑟) = 𝑇ax(0) − �𝑇ax(0) − 𝑇edge� 𝑟 𝑎⁄ と
し、Tax(0) = 2keVおよび𝑇edge = 200eV、境界条件
は原点近傍𝐺(𝑡, 𝑟0) = 𝑇e(𝑡, 𝑟0 + 𝛿𝑟) − 𝛿𝑟 𝜕𝑇e 𝜕𝑟(𝑡, 𝑟0)⁄
及び外側𝐺(𝑡,𝑎) = 𝑇edge、𝜕𝑇e 𝜕𝑟(𝑡, 𝑟0)⁄ = −1.8keV/m。
密度 nは一定で、𝑛 = 1 × 10−19m−3。𝜅egBは、ジャイ
ロ・ボーム熱伝導率。〈𝜎𝜎〉rreは、𝐼 = 13.6として 
〈𝜎𝜎〉rre= 1.27 × 10−19 (𝐼 𝑇e⁄ )3 2⁄ {(𝐼 𝑇e⁄ ) + 0.59} m3 s⁄⁄ . 





































の等高線）で G=1、外側境界（図 4、5 の高さ u=0
の等高線）で G=0 とする。𝑼 = −(4 + 𝑟)∇𝑟、D𝑖𝑖 = (2𝑟3 + 𝑟2 + 𝑟)(δ𝑖𝑖 + 𝑏𝑖𝑏𝑖)、 𝑆 = 5𝑟(1 − 𝑟) + 1
を仮定した。ここで、b は磁力線平行方向の単位ベ

















1) R. Kanno, S. Satake and M. Nunami, Plasma and Fusion Research, Vol. 6, 2403066 (2011) 
図 2 
図 3 
図 4. トロイダル角 φ=0における定常解。 
外側境界に尖った構造物を入れた。 









































弱 RI 線源（137Cs, 0.7 MBq）の観測を行
った（図１）。大強度放射線下にかかわらず








おり、高速の CPU を用いれば 1 kHz 程度
まで耐えられる。中緯度地域の高度 40 km
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（右下図） エネルギースペクトル。dE/dX により 1 桁雑音が減り、137Cs の設置有無（赤: 設置あ
り、青: 設置なし）の差分スペクトル（緑線）で、662 keV のピークが見える。 
陽子




































図 1 に地磁気観測点の位置と北海道陸別 HF 










ADA-E のデータからは ULF 周波数帯で振動
するイベントは見つからなかったが、HOK の
データからは 1 例の振動イベントが見つかっ
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異常の 3 次元構造の可視化を試みた. その結果, 
日本周辺で発生した地震の内, TEC の異常が検出



























を検証した結果, 想定される STEC の誤差につい





も半値幅 10°, 厚さ 90 km 程度の大きさを持つ
構造の検出が可能であることが示された. なお, 
周辺部においても高度 500 km 付近を除いて半値
幅 10°, ピーク値 1.0E+11[e/m3]程度の構造が検
出可能であることが分かった. 特に, F 領域(高度
280～340 km)と高度 640 km 以上ではピーク値
が 0.5E+11[e/m3]程度でも与えたガウス分布の検
出が可能であった. なお, F 領域(高度 280～340 
km)において 0.5E+11[e/m3]のピーク値は背景電
子密度の 14～31%に相当する. さらに, hmF2 高
度を挟んで異なる高度に配置した正負の構造に
ついても一部のパターンを除き検出可能なこと












TEC*) による解析の結果, 本震の 3-4 日前に増




著な TEC 増加領域が存在していた. 本研究では
顕著な TEC 増加が検出された本震 3 日前に注目
してトモグラフィー解析を行い, 過去 15 日間の










た. 2006 年福島県沖地震(M6.0)では, 地震の 3 日
前に＋6σを超える非常に顕著な GIM-TEC*異常
が検出され, この時間帯にトモグラフィーを適用
したところ, 同様な構造が検出された. また, 内
陸型の地震の例として, 2004 年新潟県中越地震
(M6.8)およびその最大余震(M6.1)を解析対象と
した. 上記 2 つの地震に比べるとやや不明瞭では
あるが, 本震の 3 日前および最大余震の 1, 2 日前
に震央上空 250 km 付近で, 周囲に比べ相対的に
電子密度が低くなる領域が確認された. さらに, 
日本周辺で発生した M≧6.0, D≦40 km の地震の
内, 地震発生 7日以内にGIM-TEC*の異常が検出
された 28 個の地震について, トモグラフィー解
析を行った. その結果, 28 個の地震の内, 14 個で
同様な構造が検出された. また, GIM-TEC*異常
が 1 日あたり 10 時間以上発生していた 7 個の地
震の内, 6 個の地震で同様の構造が確認された. 
以上のことから, 日本周辺において特に顕著な
(継続時間の長い)GIM-TEC*異常が検出された地





















TEC が減少するというメカニズム(Liu et al., 
2001)を提案しており, その様子を 3 次元的に捉
えたものと考えられる.  
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Nishimura et al. [2010]ではホイッス


















































Tanaka,Characteristics of energetic electron precipitation associated 
with chorus emissions and pulsating aurora observed at Syowa Station: A 
case study on 17 May 2007, The 36th Symposium on Space and Upper Atmospheric 
Sciences in the Polar Regions、立川市, 国立極地研究所, 2012年11月. 
 
[2] 田所裕康、尾崎光紀、加藤雄人、三好由純、山岸久雄、門倉昭、 田中良
昌,Characteristics between pulsating arurora, energetic electron 
precipitation and chorus emissions observed at Syowa Station: A case study 
on 17 May 2007, The 37th Symposium on Space and Upper Atmospheric Sciences 









平成 23 年～平成 25 年（3 ヵ年） 
 
[研究成果] 
図 1 に示すように, 磁気圏ローブ/極風中の希薄プ




























図 1：cluster 衛星によるスプリアス電界波形 
図 2 衛星後方に形成される低密度ウエイク領域の
等密度面とブーム先端軌道（赤色の円） 
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図 1 シミュレーションによる沿磁力線電流分布 
図 2 2003 年 10 月 24 日起こったシータオーロラ
の DMSP による南半球での観測 






 観測で確認するため、IMF が強い北向きで BY成
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水平波長が 35-100 km の大気重力波の伝
搬方向を統計的に決定した。重力波の同
定には Suzuki et al. (2007)で紹介されてい
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陽フレア時における上記データ(図 2)の Doppler 
shiftのレンジ依存性を詳しく調べることにより、海








 2011年 3月 11日に発生した東北太平洋沖地震に
伴う電離圏変動の特性を詳細に調べ、その結果最大
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ら、図 3b、c をみると、原発後の長期間の変化は 2
地点ともないため、本研究のカーネギーカーブの導
出では、小笠原は 2009年 4月 1日～2011年 3月 11





は Ogawa らの研究 6)によっても報告されているが、
都市等で見られる典型的な大気電場変動であり、汚
染された大気が影響していると考えられる。原発後、




測される (図 5b)。 
 
図 4 小笠原における、大気電場の日変化曲線。黒
丸は 20パーセンタイル、エラーバーは 10および 30
パーセンタイル。 
   
(a)                      (b) 
図 5 (a)柿岡の原子力発電所事故前の日変化(2004
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（69.67°N, 18.97°E, 磁気緯度 66.2°N）敷地内に






















1550UT から 1608UT まで 0.1 以上に増大した。その
時、導出されたドリフト速度は西向きに300-900 m/s、
南向きに 250-650 m/sであった。 
国立極地研究所は、同サイトに全天カメラを設置し
図 1:  (左) ノルウェー・トロムソに設置したGNSS受
信機のアンテナ配置。(右) アンテナ(Rx3)の写真。 






































値は、Aikio and Selkala [2009] によって報告されたも
のであり、トロムソの UHFレーダーにより 2006年 3月
6 日から 4 月 6 日に観測されたドリフト速度の平均で
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（Yoshikawa et al. 2013a, 2013b, Vanhamaki et al., 
2014）。 








的に誘起される電離圏起源の FAC が PBI に対応す
るという基礎モデルを提案した（Ohtani and 






らかにした。（Imajyo et al., 2015 JGR 投稿中）。 
（３）の研究に於いては、まず極域—磁気赤道域を連
結する全球 Cowling モデルをほぼ完成させた
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2011年 9月 30日の substormは３つの基本
的 substorm から成っており、最初は
pseudo-substorm,続いて full substorm 
そして Poleward Boundary Intensification 








じて、subtorm は Pi2 型の光度変動、これ
に対応する磁気 Pi2 脈動から始まり、その
後約１－２分後に Pi1 が起こり、これとほ
ぼ同時に Pi1,Pi2 の enhancement, 即ち
substorm expansion が始まる事が分かっ
た。特に、substorm の開始時で、オーロラ
光度の Pi2 変動と磁場の Pi2 とは極めて良
い対応を示し、更に時間差を調べた所、オ
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 図１は 2011 年 9 月 27 日のデータである。上から 





部の図は NOAA 衛星で観測された、30keV 以上の
電子分布(3 日間毎)である。 
 この図を見ると、22h 少し前から AE index と昭
和基地の H 成分が急激に減少するが、それに伴い
SSO での CNA が起きている。拡大した図を詳細に
見ると、H 成分の急激な負方向への変動に伴い、
CNA の増加が見られる。昭和基地と SSO とは経度




9 月 25 日から 27 日、中央の図は 9 月 26 日から 28
日、右側の図は 9 月 27 から 29 日の図であるが、入
射粒子量が徐々に増加している傾向が見られる。 
 図２は 2001 年 3 月 27 日の観測データである。上
から GOES 衛星で観測された Proton, Electron, 
Magnetic Field、X-ray フラックスである。下 2 つ
の図は昭和基地のリオメータと SSO のケオグラム
である。これによると、GOES 衛星での急激な
Electron と Magnetic Field の減少と昭和基地と






































 図３は 2012 年 6 月 18 日から 20 日までのデータ
である。上から昭和基地の地磁気 H 成分、VLF (2
ｋHz)、SSO のイメージングリオメータのケオグラ
クと 1ch.リオメータ及び GOES 衛星の陽子/電子の 
入射フラックスである。これによると、昭和基地の
 
図２ GOES 衛星、昭和基地、SSO データ 
 
 
 図２ GOES 衛星、昭和基地、SSO データ 
 
 
 図１ 昭和基地、SSO、NOAA デー
タ 
 
VLF エミッションと SSO での CNA 現象とが 6 月
18 日及び 19 日の 20-22h にかけて、良い対応を示
している。他方、GOES 衛星での電子のフラックス







地で VLF が受信されることも示している。 
 図４は 2012 年 3 月 10 日に起きた X-ray Flare に
伴い観測された CNA 現象である。図のトップは
GOES 衛星による X-ray フラックス、下 3 つのケオ
グラムはコンセプシオン、SSO, プンタアレナスで
のイメージングリオメータのデータである。これに
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図３ 昭和基地、SSO,GOES データ 
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向けてまず過去の研究の survey と review を行
った。その結果、直接的に関連する論文として、
タスマニア島の SuperDARN TIGER radar の
データを解析した Ponomarenko et al. [2003] 
及び Ponomarenko et al. [2005] の 2論文が見
いだされた。 
Ponomarenko et al. [2003] は、タスマニア島



















































び  ERG サイエンスセンターで開発された




ground/sea-scattered echo の具体例 1 例につい
ての解析を行い、Ponomarenko et al. [2005] の
例と同様に磁力線固有振動周波数が低緯度ほど
大きくなる兆候を見出した。また、Ponomarenko 
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Tomoaki Hori, Toward identifying the 2D plasmapause location by using magnetic pulsations 
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り，約 1–110 kg の試料)ことなどが原因でこれまで
の研究例は非常に少ない。南極に関しては，表層の
雪を用いた測定 (Patris et al. 2000；Baroni et al. 
2007)，100ｍの浅層コア（Jonsell et al., 2005），氷
床コアを用いた研究では離散的な 17 点の測定例














































































  表１ ドームふじ氷床コアのテスト測定結果 
 試料
数 
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について検討するために 2011～2013 年 5～9 月に
かけて立山・剱岳周辺の 8つの氷河・雪渓で地中レ
ーダを用いた内部構造探査を実施した。使用するア
ンテナの周波数は 270MHz、900MHz の 2 種類で、
周波数の違いによる分解能の違いや探査深度の限
界についても試験を行った．  
図 1 調査を行った氷河と多年性雪渓の位置 
２．結果 






の明瞭な反射が得られ氷厚は 37 mと判明した． 
  






【はまぐり雪】 2013年 8月に 100MHzアンテナ
を用いた氷厚観測を実施した．積雪と氷体との境界
および岩盤からは非常に強い反射がえられた．氷厚
は 8 mであった． 
 



















【小窓氷河】 2011 年 6月に 270MHz アンテナ
を用いた氷厚観測を実施．厚さ 15 mの積雪に下に
厚さ 30 mを超える氷体があることが分かった． 
 







(1) 270MHzアンテナは，厚さ 30 mまでの氷厚
探査に有効．丁寧に感度調整を行えば深度 40 mま
で氷厚観測可能．  

















(4) 福井幸太郎・飯田肇（2013）：「飛騨山脈、立山・剱山域の 3 つの多年性雪渓の氷厚と流動－日本に現
存する氷河の可能性について－」へのコメント（土屋，2012）に対する回答．雪氷，75，147-149． 
〔図書〕 
(1) 福井幸太郎（共著）、帝国書院、新詳地理資料 COMPLETE2013、2013年、p29 
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78.93N,	 11.86E,	 Alt.	 30m）において行ってきた。
スカイラジオメータ （ーPOM-01,	 POM-02,	 PREDE,	 Co.	 
Ltd.,	 Tokyo,	 Japan）は、太陽の直達光と角度別の
周辺光の放射輝度を波長別に自動測定出来る。観測
波長は、POM-01 が 7 波長（0.315,	 0.4,	 0.5,	 0.675,	 
0.87,	 0.94,	 1.02	 µm）で、POM-02 が 11 波長（(POM-01)	 
+	 0.34,	 0.38,	 1.6,	 2.2	 µm）である。2000 年 3 月
より 2004 年 5 月までは POM-01 を使用し、2004 年 5
月から現在まで POM-02 を使用して観測を行ってい
る。本結果は、SKYRAD.pack	 version	 4.2（Nakajima 




























り、これらの結果は、他地点の観測例（e.g.	 Aoki	 and	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Annual surface mass balance at Dome Fuji
 (1995 - 2012, except 2009, 2011)
① 南極ドームふじ基地では 1995 年に 36 本雪尺
（図 1）を設置して以来，これを用いた積雪堆積環
境の計測が継続されてきている。1995 年～2007 年




測定結果を図 2 に示す。ここでは Takahashi and 
Kameda (2007)で提案された雪尺観測期間の平均
的な雪尺下端での積雪密度を用いて，表面質量収支
（surface mass balance）を求めた。1995 年から
2008 年までは年１回以上の観測が実施できたが，
2009 と 2011 年に欠測したため，2008-2009 年およ
び 2011-2012年はそれぞれ 2年間の平均値を示して
いる。 
図 2 ドームふじ基地での表面質量収支の変化 
   （1995 年 1 月～2013 年 1 月） 
 






② 第 52次日本南極地域観測隊は 2010年 12月から
2011 年 2 月にかけて S16 からドームふじ基地まで
の内陸旅行を実施した。この時に雪上車および木製















バネ由来の鉛直振動が 1.6 ~ 2.1 Hz で卓越すること
がわかった。図 2 は沿岸の S16 から内陸ドームふじ
までの結果を示す。ここで a は雪上車の走行速度，
b は雪上車の鉛直加速度の 2 乗平方根（絶対値に相
当する），c は雪上車の鉛直加速度の 2 乗平方根であ
るが，1.6～2.1Hz の振動成分のみを取りだした値，

























図 1 ドームふじ基地での表面質量収支測定用の 
 36 本雪尺の位置 
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図 3 S16 からドームふじ基地までの雪上車の(a)走
行速度，(b)鉛直加速度の 2 乗平均平方根
， (c) フィルター処理後の 2 乗平均平
方根 , (d) 規格化後の 2 乗平均平方根  
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[研究成果] 




























時は，2012年 1月 21日 14:54:50および 2014年 1
月 4日 18:44:06である。いずれの観測でもバースト
高度は 30km以上であり，良好な比較データが得ら




   
図 1 新型エアロゾルゾンデによるエアロゾル鉛直




布（2014年 1月 4日，昭和基地） 
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（上左）2002 年 1 月 8 日 10:03LT                     （上右）2002 年 1 月 12 日 10:03LT 
氷河上に融解による池が観察される           
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ら 3 月)に異なる 3 種の光学式雨量計(Thies Laser 
Precipitation Monitor(LPM)、OTT Parsivel、新潟電




また、検出面積は LPMと Parsivel は約 50cm2とほぼ等






へ出した可視光の後方散乱強度を 7.2km まで 50m 高度
間隔で測定することができるが、ここでは最下層(地上
  
(a)2012年 1月 30日 2時 50分―3時 00分        (b)2012年 2月 2日 6時 10分―6時 20分 
図 1. 異なる３つの光学式降雪粒子検出器で測定した 10分間粒径分布の比較。 
 
表１ 光学式降水粒子検出器の仕様 






























０となり、Parsivel の実際の検出粒径は 0.25mm 以上



















































図 2．天秤法と LPM による 5 分平均降水量比較（2012 年 2
月 1日 23時 30分―2月 2日 8時 20分） 
 
 
図 3.  天秤法とシーロメーターによる 5 分平均降水量比較
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国 際 極 年 で は 、 国 際 共 同 観 測 （ POLENET, 
AGAP/GAMSEIS 等）により南極大陸の広範囲の領域に


















GLISNデータ（Toyokuni et al., 2014）について、同様な
解析や地震波トモグラフィー研究を行う。さらに、アラ
スカの沈み込み帯においても、地震波異方性と不均質構
造の両者が求められた（Tian and Zhao, 2012) 。Flexible 
gridを用いて新しい全マントルトモグラフィーモデルを
決め、南極圏と北極圏下のマントル構造を従来のモデル













（Kanao, Yamada et al., 2012）。 
なお、共同研究のまとめとして、2014年 3月に”Recent 
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れたことが示された（Ishihara et al., 2012; 平松良
浩・他, 2012）。 
最後に、南極昭和基地での微気圧変動観測 –  1 セン
サーでのパイロット観測結果に関して、国際極年（IPY）
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に そ の 縁 辺 部 の 流出に伴う特徴的な振動現象
（氷河地震 , Glacial Earthquake）を観測した
という報告がある（ Kanao et al., 2012）。さ






























（ The GreenLand Ice Sheet monitoring Network; 
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図の説明：（Clinton, Tsuboi et al., 2014) 
(A) GLISN 地震観測点  (赤△ 印 ). (B) 
Helheim 氷河末端部の崩落による氷山の
分離(after Nettles and Ekström, 2010). (C) 
グリーンランドにおける氷河地震（緑）
とテクトニック的地震（赤）の頻度分布
の経験変化. (D) Seismograms of regional, 
teleseismic and glacial earthquakes recorded 
at GLISN station NUUG 観測点での地域的
な自然地震、遠地地震及び氷河地震の波
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長岩包有物 felsite inclusionと呼ぶ: 以下、FIと略
記する）である（以前は、「ナノ花崗岩 nanogranite」
とも呼んだことがある）。 
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ル（ASTER GDEM[4]）を SAR データの差分干渉解析に
取り入れた方法[5]を試みた。さらに，今後の南極域
での地表変動観測手法の一つとして，フルポラリメト










































出す Saepuloh et al.[6]による手法mdPSAR（magnetic
permeability and dielectric permittivity from
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測隊（JARE-47）では，ドイツの AWI (Alfred Wegener 







GRACE（Gravity Recovery And Climate Experiment）に
代表される衛星重力データも利用できるようになってき
た．特に，ESA (European Space Agency)が打ち上げた



















 これらを利用した GOCE の EGM としては，重力場の
計算方法の違いから，DIR (Direct Solution), TIM 
(Time Wise Solution), SPW (Space Wise Solution)の 3
種類のモデルが存在し，それぞれ公開時期の違いから，









 GOCE の複数の EGM の内どれを基準に用いるかに
ついては，地表データの内，もっとも均質なデータが得
られている航空重力データとの比較により検討を行っ
た．その結果，DIR R4 と TIM R4 では，ほぼ同等の精
度であるが，現時点では，最大次数が 260 次まで与え
られているDIR R４との残差 SDが最も小さくなることから，







































決めた T&R 型の共分散関数 (Tscherning and Rapp, 
1974) を用いた． 
 得られた重力異常の精度はデータの密な領域で数
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ないし 5 層（Racomitrium）に区分し、上から第 1






の菌糸量は Hylocomium では第 3、4 層で多かった
が、Racomitrium では第 5 層で最大であった。 
	 HylocomiumとRhacomitriumのコロニーからそ
れぞれ合計 18 種、19 種の菌類が分離された。出現




























































ナギ（Salix pauciflora, S. reinii）の枯死幹 41 本を
用いて、表面殺菌法により菌類を分離した。分離に
供試した 41 本のうち 32 本から、43 菌株が分離さ
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取された X106堆積物コア（長さ 130.3 cm, 水深






期の 14 倍に達している．Bølling-Allerød warm 
period および Younger Dryas cool period は，
それぞれ ca. 15～13 cal kyr BP および ca. 13





Bølling-Allerød warm period には 48％に増加し，




















速度は，それぞれ ca.220～2,170 cal BP，0.69 
mm/yおよび 2.2 mm/y であった． 
TOC濃度は深さ 135～63.25 cm では低かったが，






る chlorobacteneは深さ 74.75～60.95 cmで検出
され，氷河の後退に伴う隆起により沿岸海から成
層した塩湖が発達したと考えられる．深さ 1.15 
cm，28.75 cm および 56.35 cm では淡水種の
Leptolyngbya spp.や Cosmarium spp.が優占種で
あった．また，深度 56.35 cm でもこれらの形態
が保存されていたのは極めて珍しい．親子池の湖
底堆積物は 135～74.75 cm (ca.2,190 ～1,300 
cal BP) では海水環境で堆積し，深度 74.75～
60.95 cm (ca.1,300～1,100 cal BP) は成層した






それぞれ 0.78 mm/y および 7.4 mm/y であった．
この隆起速度は宗谷海岸のスカーレン大池（2.8 
mm/y），親子池（2.2 mm/y）および東南極の Lambert 
Glacier region(1.8～1.9 mm/y)よりかなり大き
かった．表層堆積物の堆積年代は 1,150 cal BP
とかなり古く，古い炭素を含む氷河粘土やデッド
カーボンを含む氷河融水の影響と考えられる．沿
岸海の時期（147～65 cm, 4,800～2,400 cal BP）
は生物生産量が小さく珪藻主体であるが，境界の




丸湾大池堆積物コア（Mw4C-01, 長さ 226 cm）
の表層年代は 2,240 cal BP と古く，丸湾南池と
同様に古い炭素を含む氷河粘土やデッドカーボ
ンを含む氷河融水によるものと思われる．堆積層
の特徴・生物相から深度 226～35 cm （5,620～
2,920 cal BP）は沿岸海で，35 ～28.5 cm（2,920





















Fig. 1. Total carbon (TC), total organic carbon (TOC), total nitrogen (TN), total inorganic carbon (TIC) 
and total sulfur (TS) contents, TOC/TC, TOC/TN and TS/TOC weight ratios in the Ok4C-1 sediment core from 
Lake Oyako-ike.   
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2005 年と 2006 年の夏（1 月）、リュツオ・ホルム湾の
北側海域で RMT1+8を用いた層別採集を行った。 
 Ihlea racovitzaiは 2005年と 2006年両年で採集された









とは無く、このことから S. thompsoni は連鎖個体によ
る有性生殖が行えないため、リュツオ・ホルム湾北側
海域で生活史を完結できないと考えられる。したがっ



















てナンキョクオキアミではなかった。体長約 15 mm ま
では貝形類が多かったが、13 mm以降カイアシ類の割
合が増大した。7 mmから約 15 mmまで、消化管内容
物の貝形類の体幅は、急激に増大した。カイアシ類に
ついては、まず Oncaea sp. が体長約 8 mm で出現し、













































100-2000 m、稚魚期には 500-2000 mであったが、仔
魚の 92.0 %は 100-500 m から、稚魚の 94.3 %は
500-1000 m から採集された。外部形態の発育に基づ
く発育段階は、前上屈仔魚(8.6-15.9 mm BL)、上屈仔
魚(14.2-23.6 mm BL)、変態期(26.2-29.6 mm BL)、稚
魚(≧30.9 mm BL)の 4段階に分けられた。遊泳機能に
基づいた発育段階は、胸鰭遊泳期(8.7-11.4 mm BL）、
尾鰭推進準備期 (13.0-21.6 mm BL）、尾鰭推進期
(23.0-23.6 mm BL)、完成準備期(26.2-29.6 mm BL)、
完成期(30.9 mm BL以上)の 5段階に、摂餌機能に基
づいた発育段階は、吸い込み期(8.7-11.4 mm BL)、吸
い込み発達期 (13.0-21.6 mm BL)、噛みつき期
(23.0-23.6 mm BL)、完成期(26.2 mm BL以上)の 4段
階に分かれた。出現深度を外部形態・骨格系の発育段
階と比較すると、仔魚期の 83.6 %が 100-400 mに出
現したが、100-200 mでは上屈仔魚の出現は少なかっ




（16.0-24.9 mm BLでは空消化管）。8.6-33.9 mm BL







１） Atsushi Ono, Masato Moteki. 2013. Spatial distributions and population dynamics of two salp species, Ihlea 
racovitzai and Salpa thompsoni, in the waters north of Lützow-Holm Bay (East Antarctica) during austral summers 
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て 2009 年 12 月〜2010 年 2 月にかけて、各湖沼の
湖心部において多項目水質計（YSI-6600V2, YSI, 
USA） によって、水温 [℃]・pH・クロロフィル a
濃度 [mg/L]・濁度 [NTU]を水面から湖底にかけて
鉛直的に測定した。また 2009 年 12 月〜2010 年 2
月にかけて、各湖沼の湖心部において、圧力センサ
ー付きの光放射スペクトル計 (RAMSES-UV/VIS, 











































































                      
Fig. 2 紫外線量と植物の炭素安定同位体比の関係
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次日本南極地域観測隊の 2008 年 2 月 3 日から 4 日
に採集されたぬるめ池（南緯 69 度 13 分，東経 39



























                                            
 
                                           （2 枚目） 
形態をもつ Microlaimus sp.,本試料中成体が比較的
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1 Harpagifer antarcticus の繁殖行動 
 ナンキョクカジカ亜目 Notothenioidei，ハルパギ




























2 Lepidonotothen larseni の成長と摂餌生態の関係 
 ナンキョクカジカ亜目 Notothenioidei，ナンキョク








 体長 40～145mm までの 120 個体について，と前
上顎骨下枝長に対する前上顎骨上方突起長の割合
（以下，伸出係数とよぶ）を計測・比較した。その




































月に飼育展示を開始，2013 年 1 月 12 日に水槽内で
産卵，同 5 月 7 日（産卵後 114 日）に最初の孵化が
確認されたので，これらの繁殖行動および孵化仔魚
の形態等について解析を進めた。 
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  図 1. 12 月初めから 4 月までの期間の各構成生物群のバイオマス変動。PL は大型植物プランクトン、
PS は小型植物プランクトン、ZL は大型草食性動物プランクトン、ZS は小型草食性動物プランクト
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2007 年 12 月 21 日、小川により昭和基地
付近・北の瀬戸にて採集されたヒモムシの






TLC 上単一物質の挙動を示す化合物 LCC-0  
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属 2 株 
○変法 GAM 培地・30℃・好気：Pseudomonas
属、Carnobacterium属、Psychrobacter 属 
○ 変 法 GAM 培 地 ・ 30 ℃ ・ 嫌 気 ：
Carnobacterium属 
○マリンアガ ・ー30℃・好気：Microbacterium
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◎小原伸哉 北見工業大学工学部・教授  
 （国立極地研究所） 
 菊池雅行 助教    
 平成 23 年～平成 25 年（3 か年）   
 
[研究成果] 






























棟 3 棟（A_0，B_0，H_2），居住棟 2 棟（A_1，A_2），











































(b) Heating system A
(c) Heating system B
Exhaust heat 





(a) Electric power network and heating system
Heat pump
Forced convection
or natural convection 
Hot water supply to each room
Engine generator
Heating system B























































































A Study of the Small-Scale Energy Networks of the Japanese Syowa Base in Antarctica by Distributed 
Engine Generators; Shin’ya Obara, Osamu Kawae, Masahito Kawai, Yuta Morizane, Applied Energy, Vol. 


















◎吉田博夫  神奈川工科大学創造工学部自動車システム開発工学科 教授 （研究代表者） 
川島 豪  神奈川工科大学工学部機械工学科 教授 
板子一隆  神奈川工科大学工学部電気電子情報工学科 教授 
田中 博  神奈川工科大学情報学部情報工学科 教授 
(国立極地研究所)    
 金 高義  助教      （担当教員） 


























1.Yosdhida,H., Imada,H., Hagino, N., Hydropower generation by a self-circulating solar 
thermosyphon, ASME Power Conference, POWER2014-32023, July 28-31, 2014. 
2.Yoshida,H., Imada,H., Hagino,N., Yada,N., Hydropower generation by solar thermosyphon, 
EuroSun2014, 88279, September 16-19, 2014.  
3.今田，萩野，吉田，金，太陽熱サイフォンによる水力発電，機械学会第 22 回環境工学総合シ
ンポジウム，417，2014 年 11 月 18 日． 
4.萩野，吉田，今田，自己循環型熱サイフォンの研究－変動負荷に対する運転特性－，機械学会
第 22 回環境工学総合シンポジウム，418，2014 年 11 月 18 日． 
5.Yoshida,H., Imada, H., Hagino,N., Yada,N., Hydropower generation by solar 
thermosyphon-field experiment-, International Workshop on Environment and Engineering 
2014, 401, November 19-20, 2014. 
6.Kawashima, T., Tanaka, H., Itako,K., Yoshida,H., An approach to feasible stand-alone 
energy system, International Workshop on Environment and Engineering 2014, 402, 


















































































































































































































































集 会 等 実 施 報 告 書
2013年10月15日，16日
「グローバルデータシステムにおける極域データ活動」に関する国際フォーラム





































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































開  催  日： 平成 25 年 7 月 23 日 
 
開 催 場 所： 国立極地研究所 4 階 C401 室 
 













● 2013/7/23(火)  14：00開始 21：00終了  4F C401室 
 
「雪結晶の三次元像−隣接面過程による張り出し成長の役割−」 














 島田 亙・中西眞純（富山大） 
「過冷却雲中における鉱物粒子の氷晶核能力」 





































































































































































































































研 究 集 会 実 施 報 告 書



















Australian Antarctic Division 豪
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開  催  日： 平成２５年１０月１０日〜１０月１１日 
 
開催場所：   国立極地研究所 
 





































































































外 九大・ICSWSE 大学院生 外国人









































































































































































Kyushu University 大学院生 外国人
Kyushu University 外国人
所 名古屋大学太陽地球環境研究所 大学院生 外国人
Geophysical Institute, University of 
Alaska Fairbanks
外国人
PPARC Tohoku University 大学院生 外国人




























































































































































































    
研究課題名： 永久凍土の変動とモニタリングに関する研究集会 
 
開  催  日： 2013 年 12 月 6 日(金) 9:50-17:15 
 
開催場所：   国立極地研究所 3F セミナー室 
 















経   過： 
日頃、学会などでは不十分な議論の時間を十分に確保するという会合の
趣旨に従い、研究発表については（別紙）「プログラム」のとおり、発表 25 分
＋質疑 15 分としてプログラムを構成した。 
 
成   果： 































































































研 究 集 会 実 施 報 告 書















































































































宙空圏 25 8 33 17 16
気水圏 13 5 18 7 11
地圏 9 8 17 7 10
生物圏 17 8 25 11 14
極地工学 4 7 11 2 9











分野 No. 研 究 者 名 所属・職 研究課題名
宙空圏 23-1 塩 川 和 夫 名古屋大学太陽地球環境研究所・教授
高感度光学観測ネットワークによる電離
圏・熱圏・中間圏ダイナミクスの研究 H23-H25 3年
23-2 菅野 龍太郎 自然科学研究機構核融合科学研究所・准教授
プラズマ輸送シミュレーションへの物理
乱数の応用 H23-H25 3年
23-3 谷 森 達 京都大学大学院理学研究科・教授
北極での高エネルギー電子降下による
ガンマ線バーストの定点観測 H23-H25 3年
23-5 尾 花 由 紀 大阪電気通信大学工学部基礎理工学科・講師
地磁気とSuperDARNデータによる磁力
線共鳴振動同時観測手法の開発研究 H23-H25 3年
23-6 服 部 克 巳 千葉大学大学院理学研究科・教授
GPSトモグラフィーの開発と地圏―大気
圏―電離圏結合に関連する研究 H23-H25 3年
23-7 加 藤 雄 人 東北大学大学院理学研究科・准教授
パルセーティングオーロラに伴うVLF,降
下電子の観測的研究 H23-H25 3年
23-8 臼 井 英 之 神戸大学大学院システム情報学工学研究科・教授
衛星プラズマ電磁環境に関する粒子シュ
ミレーション研究 H23-H25 3年
23-9 渡 辺 正 和 九州大学国際宇宙天気科学教育センター・准教授
SuperDARN観測と数値実験による極域
電離圏対流システムの解明 H23-H25 3年
23-10 大山 伸一郎 名古屋大学太陽地球環境研究所・助教
ノルウェー・トロムソの光学観測装置を中
心とした中間圏大気重力波の研究 H23-H25 3年
23-11 西 谷 望 名古屋大学太陽地球環境研究所・准教授
SuperDARNによる極域・中緯度電離圏ダ
イナミクスの比較研究 H23-H25 3年
23-12 鴨 川 仁 東京学芸大学教育学部・助教
大気電場観測データを用いたグローバ
ルサーキットの研究 H23-H25 3年
23-13 大 塚 雄 一 名古屋大学太陽地球環境研究所・准教授
シンチレーション及び全電子数観測によ
る極域電離圏擾乱の研究 H23-H25 3年
23-14 新 堀 淳 樹 京都大学生存圏研究所・特定研究員
グローバルな電離圏擾乱ダイナモの発
達過程に関する研究 H23-H25 3年
23-15 吉 川 顕 正 九州大学大学院理学研究院・講師
EISCAT/SuperDARNレーダーを用いた
Cowlingチャンネル検出手法の検討 H23-H25 3年
24-1 櫻 井 亨 東海大学・名誉教授 Substorm発達過程とUFL波動との関係 H24-H25 2年
24-2 北村 健太郎 徳山工業高等専門学校・准教授
地上磁場データを用いた放射線帯粒子
変動の研究 H24-H26 3年
24-3 寺本 万里子 名古屋大学太陽地球環境研究所・研究機関研究員
衛星及び地上多点観測を用いた極域Ｐｃ
3-4地磁気脈動の研究 H24-H26 3年
24-4 齎 藤 尚 生 東北大学･名誉教授 太陽活動上昇期の磁気嵐の研究 H24-H26 3年
24-5 細 川 敬 祐 電気通信大学情報理工学部･准教授
光学･レーダー･地磁気・GPS-TECデータ
を用いたオーロラ帯電離圏の研究 H24-H26 3年
24-6 巻 田 和 男 拓殖大学・教授 極域とブラジル磁気異常帯の超高層大気現象の相関について H24-H25 2年
24-7 早 川 正 士 電気通信大学・名誉教授 大気面と電離圏/磁気圏との電磁結合に関する研究 H24-H26 3年





24-9 鈴 木 臣 名古屋大学太陽地球環境研究所・特任助教
北極域対流圏・成層圏から超高層大気
への大気重力波伝搬の観測 H24-H26 3年










分野 No. 研 究 者 名 所属・職 研究課題名 研究期間
宙空圏 25-1 田 中 高 史 九州大学・名誉教授 超並列・磁気圏―電離圏結合シミュレーションの開発 H25‐H26 2年
25-2 藤 原 均 成蹊大学理工学部・教授 太陽活動変化に対する極域電離圏・熱圏変動の研究 H25‐H27 3年
25-3 村 田 功 東北大学大学院環境科学研究科・准教授
光学およびECCオゾンゾンデを用いたオ
ゾンおよび大気重力波の研究 H25-H27 3年
25-4 源 泰 拓 気象庁地磁気観測所・主任研究官 地磁気絶対観測の自動化に関する研究 H25-H26 2年
25-5 川 原 琢 也 信州大学工学部・准教授 多波長共鳴散乱ライダーにおけるレーザ波長モニター・制御手法の確立 H25-H27 3年





25-7 河 野 英 昭 九州大学国際宇宙天気科学・教育センター・准教授
SuperDARNによる地磁気脈動観測に基
づく磁気圏領域推定可能性 H25-H25 1年





気水圏 23-17 植 村 立 琉球大学理学部・助教 南極氷コアに含まれる硫酸ｲｵﾝの安定同位体計測に関する研究 H23-H25 3年
23-18 福井 幸太郎 立山カルデラ砂防博物館・学芸員
地中レーダー（GPR）の積雪や氷河氷へ
の適用に関する研究 H23-H25 3年
23-21 青 木 一 真 富山大学大学院理工学研究部・准教授
スカイラジオメーター観測に基づく極域の
エアロゾルの光学的特性 H23-H25 3年
23-22 亀 田 貴 雄 北見工業大学工学部・教授
南極の沿岸から内陸の積雪堆積環境の
解明 H23-H25 3年





23-24 齊 藤 隆 志 京都大学防災研究所・助教
タイムラプスビデオを用いた白瀬氷河流
動観測 H23-H25 3年
23-25 小 西 啓 之 大阪教育大学・教授 ダイヤモンドダストによる降雪の降水量実測の試み H23-H25 3年
24-13 古 崎 睦 旭川工業高等専門学校・教授
氷河・氷床の中層掘削技術に関する研
究 H24-H26 3年
24-14 青 木 周 司 東北大学大学院理学研究科・教授
成層圏における温室効果気体の変動に
関する研究 H24-H26 3年





24-16 小 林 拓 山梨大学大学院医学工学総合研究部・准教授 船舶用スカイラジオメータの性能評価 H24-H26 3年
24-18 東 信 彦 長岡技術科学大学機械系・教授
氷床コア同位体連続分析用融解装置の
高分解能化 H24-H26 3年
24-30 浅 野 比 山口東京理科大学・助教 南極域エアロゾルの季節挙動に関する研究 H24-H26 3年
25-9 上 條 敏 生 首都大学東京理工学研究科・助教 氷の高周波誘電特性の研究 H25-H27 3年
25-10 久 慈 誠 奈良女子大学自然科学系・准教授
リモートセンシング観測データを用いた
極域の雲の動態解析 H25-H27 3年
25-11 本 田 明 治 新潟大学自然科学系・准教授
グローバル雪氷圏変動が日本の気象・
気候に及ぼす影響 H25-H27 3年




分野 No. 研 究 者 名 所属・職 研究課題名 研究期間






地圏 23-26 木 村 眞 茨城大学理学部・教授 コンドライトの分類と角礫化作用に関する研究 H23-H25 3年
23-27 趙 大 鵬 東北大学大学院理学研究科・教授
地震学的データを用いた極域の地球内
部不均質構造に関する研究 H23-H25 3年
23-28 平 松 良 浩 金沢大学理工研究域自然システム学系・准教授
極域での固体地球振動と地震波動の伝
播特性に関する研究 H23-H25 3年
23-29 坪 井 誠 司 (独）海洋研究開発機構地球情報研究センター・部長
両極における氷河地震の活動度と発生
過程に関する研究 H23-H25 3年
23-30 廣 井 美 邦 千葉大学大学院理学研究科・教授
グラニュライト中のナノ花崗岩包有物に
よる大陸衝突型造山帯の研究 H23-H25 3年
23-32 大 村 誠 高知県立大学文化学部・教授
合成開口レーダ（SAR）による南極域の
地表変動観測手法の改善 H23-H25 3年
23-33 福 田 洋 一 京都大学大学院理学研究科・教授
地上および衛星重力データによる昭和
基地周辺の重力場精密決定 H23-H25 3年
24-20 山 本 真 行 高知工科大学工学部・准教授
インフラサウンド計測に基づく極地大気-
海洋-固体圏相互作用の研究 H24-H26 3年
24-21 前 杢 英 明 広島大学大学院教育学研究科・教授
完新世グリーンランド氷床融解史に関す
る地形・地質学的研究 H24-H26 3年
25-14 河 上 哲 生 京都大学大学院理学研究科・助教
東南極セールロンダーネ山地における流
体活動の年代決定と物質移動解析 H25‐H27 3年








25-16 三 宅 亮 京都大学大学院理学研究科・准教授
東南極ナピア岩体に産する造岩鉱物の
微細組織観察および熱史への適用 H25-H27 3年
25-17 馬場 壮太郎 琉球大学教育学部・教授 東南極における変成作用と微小地塊・テレーンの多重衝突 H25-H27 3年
25-18 中 村 教 博 東北大学理学研究科地学専攻・准教授
南極産隕石と始生代縞状鉄鉱層の誘電
率特性と岩石磁気特性 H25-H27 3年
25-19 松 本 剛 琉球大学理学部・教授 南極大陸周辺域の精密地形の特徴に関する研究 H25-H27 3年
25-20 池 田 博 筑波大学研究基盤総合センター・准教授
VLBIアンテナフロントエンド部の冷却技
術に関する調査検討 H25-H26 2年
25-21 池 田 剛 九州大学・准教授 変成反応組織解析を用いたリュツォ・ホルム岩体の上昇速度の推定 H25-H27 3年
生物圏 23-35 大 園 享 司 京都大学生態学研究センター・准教授
極域における菌類の生物多様性と生態
系機能に関する研究 H23-H25 3年
23-36 井 上 源 喜 大妻女子大学社会情報学部・教授
極域における環境変動と生物相の変遷
に関する研究 H23-H25 3年
23-37 長 沼 毅 広島大学大学院生物圏科学研究科・准教授
極域微生物の汎存性と固有性に関する
研究 H23-H25 3年
23-38 茂 木 正 人 東京海洋大学・准教授 南極海の深層生態系：多様性と生活史戦略 H23-H25 3年
23-41 田 口 哲 創価大学工学部・教授 海氷中の微小生物環の環境応答に関する生態学的研究 H23-H25 3年










分野 No. 研 究 者 名 所属・職 研究課題名 研究期間
生物圏 23-44 岩 見 哲 夫 東京家政学院大学・教授 南極海に生息する魚類の繁殖及び摂餌生態に関する研究 H23-H25 3年
23-45 佐々木 洋 石巻専修大学・教授 寒冷海域の海洋酸性化が有殻翼足類に与える影響 H23-H25 3年
23-46 山内潤一郎 首都大学東京・准教授 寒冷環境下のおける身体機能への生理的影響 H23-H25 3年
23-47 稲 垣 昌 宣 安田女子大学薬学部・講師
南氷洋産ヒモムシ由来生理活性物質の
探索研究 H23-H25 3年
24-22 三田村 啓理 京都大学大学院情報学研究所・助教
ジャイロロガーを用いたアデリーペンギン
の行動解析 H24-H26 3年






24-24 山 本 麻 希 長岡技術科学大学・助教 オオミズナギドリの餌生物のＤＮＡ分析 H24-H26 3年
24-25 小 川 麻 里 安田女子大学・准教授 極域における微少環境測定装置の実用性に関する試験、研究 H24-H26 3年
24-26 渡 辺 伸 一 福山大学生命工学部・講師
動物装着型記録計を用いたオオミズナ
ギドリの繁殖生態に関する研究 H24-H26 3年
24-31 塚 本 勝 巳 東京大学大気海洋研究所・教授
動物装着用超小型アルゴス送信機の設
計と試作 H24-H26 3年
25-22 田邊 優貴子 早稲田大学　高等研究所・助教
南極湖沼生態系からつなげる現象と理
論 H25-H27 3年





25-24 菓子野 康浩 兵庫県立大学・准教授 好冷性微細藻類の脂質に関する研究 H25-H27 3年
25-25 東 條 元 昭 大阪府立大学大学院生命環境科学研究科・准教授
極域に生息する植物寄生性糸状菌の多
様性評価 H25-H27 3年
25-26 奥山 英登志 北海道大学大学院地球環境科学研究院・准教授
多価不飽和酵素遺伝子のグラム陽性菌
での発現と機能 H25-H26 2年
25-27 田 村 豊 酪農学園大学獣医学群食品衛生学ユニット・教授
南極材料を用いた薬剤耐性菌と薬剤耐
性遺伝子の検出 H25-H26 2年










極地工学 23-48 小 原 伸 哉 北見工業大学工学部・教授
極寒環境下での電力供給システムの開
発 H23-H25 3年






24-29 市 川 隆 東北大学理学研究科天文学専攻・教授
南極ドームふじきちにおける赤外線望遠
鏡による天体観測のための減災研究 H24-H26 3年
25-30 香 川 博 之 金沢大学理工研究域機会工学系・講師
新ドームふじ基地建設のための内陸輸
送力の基礎研究 H25‐H27 3年
25-31 吉 田 博 夫 神奈川工科大学自動車システム開発工学科・教授
自然エネルギー利用自立型エネルギー
システムの研究 H25-H25 1年




分野 No. 研 究 者 名 所属・職 研究課題名 研究期間
極地工学 25-33 木 村 茂 雄 神奈川工科大学工学部機械工学科・教授 MPPT法を導入した太陽光追尾システム H25-H27 3年
25-34 山 岸 陽 一 神奈川工科大学機械工学科・准教授
南極における建屋周辺の吹雪による積
雪と削剥の数値解析 H25-H26 2年
25-35 伊豆原 月絵 大阪樟蔭女子大学・教授 寒冷環境下における機能性繊維を用いた衣服内気候の研究 H25-H27 3年




No. 研究課題名 研究代表者 所属・職
1 南極大気エアロゾル研究会 原　圭一郎 福岡大学・助教
2 二次イオン質量分析計を用いた共同研究に関する研究集会 外田　智千 国立極地研究所・准教授
3 グローバルデータシステムにおける極域データ活動に関する研究集会 金尾　政紀 国立極地研究所・准教授
4 寒冷域における降雪・雪結晶の研究・教育の今後の展望 島田　亙 富山大学大学院理工学研究部・准教授
5 氷面に対するレーザ測距技術を活用した極域計測・氷衛星探査に関する研究集会 木村　淳 北海道大学・研究会
6 SuperDARNによる極域超高層大気研究集会 行松　彰 国立極地研究所・准教授
7 極域電離圏‐磁気圏結合研究集会 細川　敬祐 電気通信大学・准教授
8 南極昭和基地大型大気レーダー計画(PANSY)研究集会 堤　雅基 国立極地研究所・准教授
9 冬季南極氷域の国際共同観測（SIPEX2計画）の成果に関する研究集会 田村　岳史 国立極地研究所研究教育系・助教
10 降雪粒子の撮影や観測の自動化に関する研究 小西　啓之 大阪教育大学・教授
11 大気・雪氷間の物質循環と極域への物質輸送に関する研究小集会 的場　澄人 北海道大学低温科学研究所・助教
12 両極域における砕氷船を利用した海洋研究に関する研究集会 飯田　高大 国立極地研究所・助教
13 極限環境における微小生態系の総合的研究 小川　麻里 安田女子大学・准教授
14 インフラサウンド計測に基づく極域の大気‐海洋‐固体圏相互作用に関する研究集会 山本　真行 高知工科大学工学部・准教授
15 極域における氷河地震の活動度と発生課程に関する研究集会 坪井　誠司 独立行政法人海洋研究開発機構・部長









19 中間圏・熱圏・電離圏研究集会 江尻　省 国立極地研究所・助教
20 永久凍土のモニタリングと変動に関する研究集会 末吉　哲雄 海洋研究開発機構・技術研究副主任
21 EISCAT研究集会 宮岡　宏 国立極地研究所・准教授
22 昭和基地周辺の海氷変動特性の解析に関する研究集会 牛尾　収輝 国立極地研究所・准教授
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
本報告書は、平成２５年度で終了した共同研究の各研究代表者から提出され
た報告をとりまとめたものである。 
